
２０２４年度　市立函館高等学校　シラバス　
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○

課題への取組

◎

◎

◎

 科　目

数学ⅢＣ

C：目標に対する到達度が0%～44%B：目標に対する到達度が45%～69%A：目標に対する到達度が70％～100％

　次の３観点において、各資料をもとに総合的に評価し、5段階の評定をする。また、各観点については、到達度により総合的に
評価し、Ａ・Ｂ・Ｃの3段階で評価する。

評価の方法

課題提出 ◎ ○ ○ ◎

考査 ◎ ◎ ◎ ◎

単元テスト

◎

◎

○

定期考査

数学ⅢＣの応用演習 ◎

◎

教科・科目における各観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学ぶ態度

授業での取組

◎

○

評価の観点

グループワーク ◎◎ ◎
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発信・
表現力

自己認知
・協働力

計画
実行力

主体的に学ぶ態度

　数学的活動を通して、各単元における
考え方に関心をもつとともに、数学的な見
方や考え方のよさを認識し、それらを事
象の考察に活用しようとする。

思考　判断　表現

　数学的活動を通して、各単元における
数学的な見方や考え方を身につけ、事象
を数学的に捉え、論理的に考察するとと
もに、過程を振り返り多面的・発展的に考
察し、表現できる。

知識・技能

　数学的活動を通して、各単元におい
て、事象を数学的に考察し、処理する仕
方や推論の技能を身につけ、的確に問
題を解決できる。

◎ ◎

◎

○ ○

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

数学Ｃ第１章平面上のベクトル（ベクトルとその演算）

数学Ｃ第１章平面上のベクトル（ベクトルと平面図形）

数学Ｃ第２章空間のベクトル

数学Ⅲ第１章関数

数学Ⅲ第２章極限（数列の極限）

数学Ⅲ第２章極限（関数の極限）

数学Ⅲ第３章微分法（導関数）

数学Ⅲ第３章微分法（いろいろな関数の導関数） ◎

◎

◎

教　科

数学

使用副教材

1 2

育てたい６つの力(資質・能力)

数研出版「４プロセス 数学Ⅲ 数学Ｃ 完成ノート」

数研出版「チャート式基礎からの数学Ⅲ＋Ｃ」

道徳教育のねらい

　数学を活用して考えたり判断したりしようとする態
度や、工夫して生活や学習をしようする態度を育てる
ことで、また、生徒が事象を数理的に考察し、道筋を
立てて考え、表現をする能力を高めることで、道徳的
判断力を養う。

教　科　担　任

畠　澤　貴　幸
加　藤　経　行

年次・コース

３年次

単位数

選択するとき
の条件

数学Ⅰ及び数学Ⅱを履修。３年次での選択科目となります。

3 4 5 6

数研出版　「高等学校　数学Ⅲ」

数研出版　「高等学校　数学Ｃ」

　関数、極限、微分法及び積分法、ベクトル、複素数平面、平面上の曲線について
理解させる。基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能
力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用する態度を
育てる。習熟度編成の授業により、きめ細かな指導を行う。日常の課題、小テス
ト、単元テスト等の取り組みを徹底し、基礎基本の定着を図ると共に、応用問題に
取り組む姿勢を養う。

◎ ◎ ○ ○ ○

数学Ⅲ第４章微分法の応用（導関数の応用）

数学Ⅲ第４章微分法の応用（いろいろな応用）

数学Ⅲ第５章積分法とその応用（不定積分） ◎

◎

◎

◎

数学Ⅲ第５章積分法とその応用（定積分）

数学Ⅲ第５章積分法とその応用（積分法の応用）

数学Ｃ第３章複素数平面 ○

○

数学Ｃ第４章式と曲線（媒介変数表示と極座標） ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

5

使用教科書

思考・
分析力

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

主体的
学習力

基礎力

科　目　の　目　標

学習活動内容

◎

数学Ｃ第４章式と曲線（２次曲線）



数学ⅢＣ　授業計画

　

4 数学Ｃ

　 第１章　平面上のベクトル 第１節　ベクトルとその演算

　 第２節　ベクトルと平面図形

第２章　空間のベクトル

前 単元テスト

　 数学Ⅲ

第１章　関数

単元テスト

期 5 第２章　極限 第１節　数列の極限

単元テスト 第２節　関数の極限

　

第３章　微分法 第１節　導関数

　 6 前期中間考査 第２節　いろいろな関数の導関数

単元テスト

　 第４章　微分法の応用 第１節　導関数の応用

　 7 単元テスト 第２節　いろいろな応用

第５章　積分法とその応用 第１節　不定積分

8 課題確認テスト 第２節　定積分

9 前期期末考査 第３節　積分法の応用

10 数学Ｃ

第３章　複素数平面

単元テスト

後

11 第４章　式と曲線 第１節　２次曲線

後期中間考査 第２節　媒介変数表示と極座標

12 数学ⅢＣの応用演習

期

学習のねらい 学習内容 （配当時間）

　　授　業　計　画 実施状況

月
（時数）

単元・考査等 （配当時数） 

前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期

実施反省
単元
実施

　ベクトルの基本的な概念について理解し、そ
の有用性を認識するとともに、事象の考察に活
用できるようにする。

　数学Ⅲ・Ｃの内容全体について、国公立大学
２次試験、記述試験に対応できる実力養成の
ため、応用問題演習に取り組む。

　導関数を用いて、いろいろな曲線の接線の
方程式を求めたり、いろいろな関数の値の増
減、極大・極小、グラフの凹凸などを調べグラフ
の概計をかいたりする。また、それらを事象の

考察に活用する。

　簡単な分数関数と無理関数及びそれらのグ
ラフの特徴について理解する。合成関数や逆
関数の意味を理解し、簡単な場合についてそ
れらを求める。

　数列や関数値の極限の概念を理解し、それ
らを事象の考察に活用できるようにする。

　関数の積及び商の導関数について理解し、
関数の和、差、積及び商の導関数を求める。
合成関数の導関数について理解し、合成関数
の導関数を求める。三角関数、指数関数及び
対数関数の導関数を求める。

　積分法についての理解を深めるとともに、そ
の有用性を認識し、事象の考察に活用できるよ
うにする。

　複素数平面について理解し、それらを事象の
考察に活用できるようにする。

　平面上の曲線がいろいろな式で表されること
について理解し、それらを事象の考察に活用
できるようにする。


